
例) ◎注射剤 ◎点眼剤 ◎外用軟膏・クリーム剤 ◎噴霧吸入剤 ◎外用液剤
◎含嗽剤 ◎湿布剤 ◎貼付剤 等

外用剤、注射薬の【全量処方】の入力方法に注意して下さい！

院外あるいは院内において「外用剤・在宅で使用する注射薬」を処方する際に薬
剤によっては全量で記載をお願いしております。
今回、再度当院での全量処方の書き方について周知をさせていただきます。

＜当院での外用剤の分類＞

・小分けで調剤可能、保険請求可能な外用剤：回数・日数処方

・小分けで調剤や請求不可等の薬剤：全量処方

例) ◎坐剤 ◎一部のテープ剤(ツロブテロールテープ、ニコチネルTTS等)
◎肛門注入剤（グリセリン浣腸等）◎1回使い切りタイプの点眼剤や吸入ユニット

＜全量処方の記載例＞
その処方で出す全量を入力し、何日
分に相当するかを入力してください。
何日分に相当の部分は実際に投与す
る日数を入れてください。

正しくかつ詳細な、投与部位を入力
してください。

全量入力の場合は左に（全量）と表
示されます。
自己注射薬等も、処方期間中の全量
で入力してください。

注射の場合は入力画面が異なります
が、同様に全量で処方してください。

外用剤・注射剤はほとんど
こちらです。

裏面に誤った処方例を掲載しています。ご確認ください。
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痛いところ

＜誤った処方例＞

1日1回1本、7日おきに使用する薬剤で
あり、4週間で4日間使用するので全量
として4本を入力してください。

投与部位の指定は「痛いところ」等のあいま
いな記載ではなく、「肩、腰」など投与する
部位が明確にわかるように記載してください。

不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい（文責：櫻井・山崎）


